
清潔で美しくすこやかな習慣​
花王は創業以来、「清潔な国民は栄える」という理念のもと、130年以上にわたり洗浄製品の開発を通じて日本の清潔文化の発展に寄与してきました。
その実績と技術力を活かし、欧米諸国やアジア地域など世界各国・地域の清潔・衛生に関わる課題解決に貢献します。

リスク​

● �他社の清潔・衛生向上の
啓発・支援活動の​
先行による、ブランド価値
低下や事業機会損失

● �清潔・衛生関連の製品・
サービスの目的・効果・
使い方のコミュニケー
ション不足や、誤情報に
よるレピュテーションの
低下 

財務インパクト

● �現在、直接的な財務影響
の定量化は検討中である
が、清潔・衛生の啓発活
動は、ブランド認知度の
向上と信頼構築を通じて、
中長期的な顧客ロイヤル
ティの向上に寄与する

戦略

全
体

① �ブランド主導の活動展開に​
よる事業との連動強化

② �清潔・衛生習慣の浸透と​
マーケット拡大

啓
発
・
支
援
活
動

③ �花王製品・サービスを​
活用した啓発・支援活動

④ �外部連携による現地課題に
即した活動展開

⑤ �教材提供、販売網活用による
リーチ人数拡大

製
品
・
サ
ー
ビ
ス

⑥ �清潔・衛生習慣化を促進する
製品・サービスの提案

⑦ �社会の衛生レベル向上を​
目指す衛生ソリューションや
サービスの展開

活動実績

「母親学級」や​
「こんにちは赤ちゃん事業」に​
おけるメリーズサンプリング ③

小学生へのスキンケア洗顔​
啓発 ③

子ども、家庭向けの紫外線​
対策啓発 ③

アジアでのメリーズ「キレイ」
啓発サンプリング ④

インドネシア男子高校生への
基本的身だしなみ教育 ④

アジアの女子学生への​
初経教育支援活動 ④

花王プロフェッショナル・サー
ビス（株）による宿泊業界への
清掃ノウハウ提供 ⑦

指標 目標 実績（2025年）

花王の製品やサービスを使い、
清潔で美しくすこやかな習慣を​
身につけるために実施した啓発
活動で到達した累積人数​
（2016年からの累積値）

1億人
2030年

0.66​
億人

清潔・衛生の啓発・支援活動の
テーマ総件数 ー 82件

清潔・衛生の啓発・支援活動​
展開国・地域数 ー 8カ国・​

地域

機会

● �清潔・衛生向上の啓発・
支援活動によるレピュ
テーション向上と企業​
価値の向上

● �ブランドや製品を通じた
清潔・衛生向上の啓発・
支援活動による、事業機
会の創出と事業成長

● �清潔・衛生向上製品・
サービスの展開による
ブランド価値、ロイヤル
ティ向上と事業成長

● �生活者の清潔・衛生確保
による暮らしの質の向上

● ��感染症拡大防止など社会
の公衆衛生向上への​
貢献および医療費の抑制

● �業務用製品の顧客施設
（医療、宿泊、飲食など）
の衛生確保による経営へ
の貢献

リスク

機会

戦略 取り組み 財務インパクト

環境・社会インパクト

指標と目標　実績

快適な暮らしを
自分らしく送るために

QOLの向上

> 清潔で美しく
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戦略
本テーマのリスク低減と機会創出に向け、花王らしく、実効性があり、事業成長と社会課題解
決に貢献する戦略を実行しています。

 社会課題​
花王が持続可能で競争力のある存在であり続けるためには、社会課題の正確な認識が不可欠

です。社会課題の認識は、花王の事業上のリスクを軽減すると同時に、成長を促す新たな事業
機会を見いだすための重要な起点となります。花王は本テーマに関する社会課題を以下のよう
に認識しています。

 リスクと機会​
上記のような社会課題を含む事業環境において、花王はさまざまなリスクに直面する一方

で、新たな事業機会も見いだしています。これらのリスクと機会の特定は、企業戦略や施策を
策定するうえで重要なプロセスです。花王が本テーマにおいて特定した主要なリスクと機会は
以下のとおりです。

● �衛生管理の不備による感染症拡大や健康被害のリスク
● �清潔な生活習慣の普及遅延による生活の質の低下
● �グローバルな衛生格差による健康格差の拡大

 戦略​
特定したリスクと機会に対応するため、以下の戦略を策定しています。
本テーマの事業領域であるスキンケアと業務用衛生用品は、中期経営計画「K27」の成長ド

ライバー領域として位置づけられています。1890（明治23)年に発売した高級化粧石けん「花
王石鹸」以来、洗浄製品の開発を通じて日本の清潔・衛生領域を支えてきた実績を活かし、こ
れらの事業領域におけるさらなる成長と価値創出を目指します。

① ブランド主導の活動展開による事業との連動強化
多様なカテゴリーによる幅広い顧客層へのリーチを強みに、生活者のニーズを的確にとらえ、
製品開発やマーケティングの向上を図るとともに、市場の拡大を目指す。

② 清潔・衛生習慣の浸透とマーケット拡大
清潔・衛生習慣の浸透に取り組み、清潔で美しくすこやかな習慣を実現するとともに、ブラン

ド浸透と信頼獲得による購買層の拡大を図る。

③ 花王製品・サービスを活用した啓発・支援活動
清潔・衛生に関する啓発・支援活動として教育機関における手洗い教室などを実施し、花王ブ

ランドを日常生活の行動に自然に取り入れてもらうことで、認知度の向上と市場の拡大を目指す。

④ 外部連携による活動
現地課題に即した実効性のある活動を、外部機関との連携によって展開し、幅広い生活者層

へのアプローチと波及効果を創出する。

リスク​
● �他社の清潔・衛生向上の啓発・支援活動の先行による、ブランド価値低下や事業機会
損失

● �清潔・衛生関連の製品・サービスの目的・効果・使い方のコミュニケーション不足や、
誤情報によるレピュテーションの低下

機会
● �清潔・衛生向上の啓発・支援活動によるレピュテーション向上と企業価値の向上
● �ブランドや製品を通じた清潔・衛生向上の啓発・支援活動による、事業機会の創出と
事業成長

● �清潔・衛生向上製品・サービスの展開によるブランド価値・ロイヤルティ向上と事業
成長

快適な暮らしを
自分らしく送るために

QOLの向上

> 清潔で美しく
すこやかな習慣
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戦略の実践により生み出されるインパクト
前述の戦略により、次のような財務インパクトや環境・社会インパクトを生み出すことができ

ると考えています。

⑤ 教材提供、販売網活用によるリーチ人数拡大
教材提供や販売網を活用してより多くの生活者にリーチすることで、啓発活動の効果を最大
化し、製品の使用体験を拡大する。

⑥ 生活者の清潔・衛生習慣化を促進する製品・サービスの提案
140年近くにわたって、洗浄製品の開発を通じて日本の清潔文化の発展に貢献してきた実績

と技術力を活かし、製品やサービスを提案する。

⑦ 社会の衛生レベル向上を目指す衛生ソリューションやサービスの展開
業務用製品・サービスをはじめ、顧客の課題を的確にとらえた高度な衛生ソリューションを
提供し、事業機会を創出する。

指標と目標
戦略の実効性を高めるため、リスクや機会に関するパフォーマンス指標を設け、定期的に進捗
状況をモニタリングしています。特に重要なリスク・機会に関連する指標には目標を定め、その
達成状況を確認することで、PDCAサイクルを通じた改善を重ね、取り組みを着実に推進してい
ます。

本テーマでは、生活者一人ひとりが清潔で健康的な生活習慣を日常の中で実践できるよう後
押しするため、その前提となる生活者との接点の広がりや、衛生習慣に関する理解促進につな
がる生活者との接点の広がりを示す指標として、啓発活動の累積到達人数を設定しています。
2025年末現在、累積到達人数は0.66億人となり、2030年目標（累積1億人）に向けて着実に
進捗しています。こうした接点の広がりは、生活者の意識向上にとどまらず、手洗いやスキンケ
アなど日常の衛生行動の実践や、清潔習慣の定着を通じた健康的な生活習慣への理解促進につ
ながると考えています。今後は、これまでの教育・啓発活動を基盤に、学校や地域社会における
取り組みの展開やデジタルを活用した情報発信などを通じて、生活者との接点の維持・活用を
図っていきます。あわせて、宿泊・医療・飲食などの現場における衛生課題への対応を通じて、
社会全体の衛生レベル向上に貢献していきます。また、実際の衛生習慣の広がりについても、よ
り適切なとらえ方について引き続き検討していきます。

戦略のレジリエンス
清潔・衛生の重要性を啓発する取り組みや地域の課題に応じたソリューションを強化することで、

ブランド価値の低下や誤情報によるリスクに対応可能なレジリエンスを構築しています。また、長
年にわたる洗浄製品の開発を通じた実績と技術により競争優位性を維持し、事業機会を最大化す
る柔軟性と持続可能性を備えています。

財務インパクト
● ��現在、直接的な財務影響の定量化は検討中であるが、清潔・衛生の啓発活動は、ブラン
ド認知度の向上と信頼構築を通じて、中長期的な顧客ロイヤルティの向上に寄与する

環境・社会インパクト​
● �生活者の清潔・衛生確保による暮らしの質の向上
● �感染症拡大防止など社会の公衆衛生向上への貢献および医療費の抑制
● �業務用製品の顧客施設経営への貢献

 目標と進捗

戦略 指標
実績 中長期目標

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 目標値 目標年

③

花王の製品やサービス
を使い、清潔で美しくす
こやかな習慣を身につけ
るために実施した啓発
活動で到達した累積人数
（2016年からの累積値）

0.34
億人

0.45
億人

0.51
億人

0.59
億人

0.63
億人

0.66
億人 1億人 2030

関連する取り組み: P90  宿泊施設の人手不足解消へ、現場に寄り添う清掃ガイドを制作
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ガバナンス

リスク・機会管理

グローバルコンシューマーケア部門を主管部門として、次の3つの会議体を定期的に開催し、
「清潔で美しくすこやかな習慣」における戦略を推進しています。 
事業部門長および各部門責任者が参加する会議では、ESGコミッティにおける議論内容や海
外規制動向、各事業における対応方針など、ESG推進に関する情報共有を行うとともに、重要
課題や方針について議論しています。 
また、総括および事業部門長、研究開発部門、生産部門、購買部門などの責任者が参加する
会議では、新製品や大規模投資を伴う案件について、製品性能や製品価値、収支を含めた事業
性をグローバルな視点から議論しています。
さらに、事業部門ごとに、事業部門、研究部門、生産部門、品質保証部門などの責任者や担
当者が参加する会議を開催し、商品化に関わる製品性能や製品価値、事業性について、ESGの
観点も含めて確認しています。

 管理プロセス
「清潔で美しくすこやかな習慣」におけるリスク・機会への取り組み状況については、下記の
とおりPDCAのプロセスで管理し、着実な改善を図っています。

P（リスク・機会の確認）
 ESG推進を目的とした会議において、グローバル規制や顧客要請などの各種動向をモニタリン
グし、それに伴うリスク・機会を確認。確認したリスク・機会に基づき、対応方針を検討。​

D（リスク・機会に基づく対応）
同会議で決定した対応方針を関連部署へ展開し、具体的な活動を推進。方針を製品開発プロ

セスに反映し、必要に応じて承認・確認を実施するとともに、各種活動の内容を社内外に開示。
※ 各活動は、取り組み（P90）をご覧ください。​

C（対応状況のモニタリングと評価）
同会議において、実施中の対応活動の進捗状況を報告・評価。必要に応じて、活動内容や結
果をESGコミッティに報告し、提案事項を共有。​​

A（課題への対応と改善）
 モニタリング結果や提案内容に基づき、活動方針や実施体制を必要に応じて改善。リスクへの
対応策や取り組み内容の継続的な改善を図る。

Our ESG Vision and Strategy > ガバナンスP62

戦略 指標
実績

2022年 2023年 2024年 2025年

④ 清潔・衛生の啓発・支援活動のテーマ総件数 43件 50件 51件 82件

⑤ 清潔・衛生の啓発・支援活動　展開国・地域数 9カ国・​
地域

10カ国・​
地域 

9カ国・​
地域 

8カ国・​
地域

展開国・地域数については、各地域の事業戦略との整合性を踏まえ、活動の重点化を進めて
います。展開地域においては、現地課題に即したプログラムの深化（例：婚活ニーズのためのメ
ンズメイクセミナー、自己表現を拡張する香港「KATE SCHOOL」など）により、キメ細かな対
応と効果の最大化に注力し、活動件数が増加しています。

 指標と実績
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 取り組み
花王では、 「清潔で美しくすこやかな習慣」に向けたさまざまな取り組みを行っています。これ

らの取り組みは、前述の戦略に基づいており、互いに連携しながら、目標の達成に向けて推進さ
れています。ここでは、数ある取り組みの中から重要なものについてご紹介します。

戦略 取り組み例

全体

① �ブランド主導の活動展開
による事業との連動強化

② �清潔・衛生習慣の浸透と​
マーケット拡大

啓発・
支援活動

③ �花王製品・サービスを​
活用した啓発・支援活動

「母親学級」や
「こんにちは赤ちゃん
事業」における
「メリーズ」
サンプリング

小学生への​
スキンケア洗顔​
啓発

子ども、家庭​
向けの紫外線​
対策啓発

④ �外部連携による現地課題
に即した活動展開

アジアでのメリーズ
「キレイ」​
啓発サンプリング

インドネシア​
男子高校生への​
基本的身だしなみ
教育

アジアの女子​
学生への初経​
教育支援活動

⑤ �教材提供、販売網活用に​
よるリーチ人数拡大

製品・
サービス

⑥ �清潔・衛生習慣化を促進​
する製品・サービスの提案

⑦ �社会の衛生レベル向上を
目指す衛生ソリューション
やサービスの展開

花王プロフェッショナ
ル・サービス（株）に
よる宿泊業界への​
清掃ノウハウ提供

大分県内の宿泊業界は、インバウンド需要の拡大などを背景に、長期的な人手
不足が続いており、業務効率化が急務となっています。
花王プロフェッショナル・サービス（株）は、2025年度、清掃現場の労務負担
軽減を目的に、約400の宿泊施設が加盟する大分県旅館ホテル生活衛生同業組
合と協力し、大分県観光局および宿泊観光団体の後援
を受けて、現場の声に基づいた「宿泊施設のためのプロ
フェッショナル清掃ガイド」を制作しました。
本ガイドは、組合加盟施設へのアンケート結果により、

負担が大きいとされた水回りの3カ所（大浴場・ユニッ
トバス・トイレ）に焦点をあて、効率的な清掃方法を掲
載しました。
6月末より専用ページや県庁サイトでも公開され、現
在、県内約990軒のうち約45%に配布を完了しています。
取り組み先からは「大浴場清掃の時短・効率化につな
がった」「高齢従業員の作業負担軽減につながっている」
との声が寄せられています。
今後も本取り組みをはじめ、組合や県、関係団体との
共創を通じて、効率的な清掃と衛生管理の啓発を推進
し、従業員が働きやすく、お客さまが安全・安心・清潔・
快適に過ごせる施設づくりに取り組んでいきます。これ
により、社会課題の解決と宿泊業界の持続的な発展に貢献していきます。

宿泊施設の人手不足解消へ、​
現場に寄り添う清掃ガイドを制作

地域：日本

対応する戦略：⑦

清掃ガイドブック 資料ダウンロードフォーム
https://pro-info.kao.com/kps_kyushu_tourism_guidebook.html
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観光関連団体との連携で​
観光地域・宿泊施設の​
清掃業務の労務負担軽減に挑む

プロフェッショナルな現場における衛生提案を通じて、働く人と利用者が安心
して快適に過ごせる環境づくりを支援するという、花王プロフェッショナル・サー
ビス（株）の企業使命のもと、インバウンド需要の拡大などによる環境変化の中
で、労働力不足や業務効率化といった課題に直面している大分県内宿泊業界の
課題解決に向けた取り組みを実施しました。
観光関連団体および大分県の後援・協力のもと制作した清掃ガイドブックを

用いて、宿泊施設および観光地域の清掃レベルの標準化・清掃業務効率化に向
けた提案活動を実施しております。
本取り組みにより、施設側が客室をお客さまに提供する「商品」としてとらえ、
単純な客室清掃にとどまらず、清掃品質にも重きを置くといった経営視点も多く
見受けられました。清掃業務の効率化を通じて従業員の働きやすさと生産性の
向上を図り、宿泊業界における清掃労務負担の課題解決を進めることで、おも
てなしの時間を創出し、宿泊されるお客さまへの安全・安心・清潔・快適な空
間の提供につなげています。
また、今回の取り組みにより見えた宿泊観光業界の抱える課題である、従業
員の清掃教育・安定した雇用定着への解決にも貢献できるよう、今後さらなる
展開をしてまいります。

山田 寛 
花王プロフェッショナル・​
サービス（株）　九州支社​
九州観光プロジェクトチーム

社員の声
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